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図１ 機器分析(分光光度計) 

図２ 均一液液抽出と 

スマートデバイス計測 
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【開発の背景】 
6価クロム等の重金属は，低濃度でも人体に影響 

を及ぼします。測定には，分光光度計をはじめとす

る機器分析に基づき(図 1)，煩雑な工程が必要です。 

 大規模な設備を必要としない簡易目視比色法が存

在しますが，日本の水質基準である ppbレベルの濃

度域を精査するのは困難です。こうした濃度域を現

場で正確に測定するため，「迅速に高倍率濃縮を行

い，簡易に計測する」，これが求められる分析システ

ム像です。 

 

【研究の目的】 
 現場で迅速・簡易に ppbレベルの正確な測定を行うことを目的として，均一液液抽出(高倍率濃

縮)，スマートデバイス計測(簡易計測)を融合したコントロールシステムの開発をめざします。 

 

【研究の内容】 
 均一液液抽出による高倍率濃縮及びスマートデ

バイス計測による簡易計測の融合による，重金属

(6価クロム等)計測システムの開発について， 検

討しています(図 2)。 

 6価クロムはジフェニルカルバジド錯体として

均一液液抽出による分離・濃縮を行いました。pH

依存相分離現象を用いた系では，良好な抽出がな

されませんでした。しかし，水/プロパノール/フ

タル酸ジメチルの三成分系均一液液抽出を用いた

系では，良好な抽出が得られました。約 80％の 6

価クロム抽出率及び 100倍～150倍の濃縮倍率が

確認されました。これにより，高感度な比色分析

へ活用可能となりました。 

 上記の均一液液抽出の析出相を，スマートデバ

イス(タブレット)のカメラ部において計測しまし

た。ppbレベルの 6価クロムを検出可能であること

がわかりました。このシステムによる各種重金属

への展開が期待できます。 

【成果の用途・実用化】 
 三成分系均一液液抽出及びスマートデバイスの融合により，重金属である 6価クロムを ppbレベ

ルで計測可能になりました。今後は諸条件を検討して，さらなる感度の向上をめざします。 

本研究は，環境研究総合推進費で実施しました。 
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